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○芦屋市都市景観条例 

平成２１年３月２７日 

条例第２５号 

芦屋市都市景観条例（平成８年芦屋市条例第２１号）の全部を次のように改正する。 

目次 

前文 

第１章 総則（第１条―第７条の２） 

第１章の２ 景観計画等（第７条の３―第７条の５） 

第２章 景観地区等 

第１節 景観地区（第８条―第９条の２） 

第２節 建築物に関する申請等（第１０条―第１３条の２） 

第３節 工作物に関する制限等（第１４条―第２２条） 

第３章 大規模建築物等及び広告物の景観協議等（第２３条―第２６条） 

第４章 景観形成地区等（第２７条―第３３条） 

第５章 景観重要建造物及び景観重要樹木（第３４条―第３７条の５） 

第６章 削除 

第７章 表彰及び助成等（第４１条・第４２条） 

第８章 雑則（第４３条） 

第９章 罰則（第４４条―第４６条） 

附則 

わたくしたちのまち芦屋は，美しい川と海，緑ゆたかな六甲山という恵まれた自然

を背景に，南へ緩やかに傾斜した明るく開放的なまちを形づくっている。 

わたくしたち市民は，この美しい自然とこれまで先人が大切に培ってきた緑ゆたか

な芦屋の景観を守り，育て，さらに「国際文化住宅都市」にふさわしい魅力ある景観

をつくり出し，芦屋を個性ゆたかで快適なまちにしたいと願ってやまない。 

わたくしたち市民は，この愛する郷土を，市民ひとりひとりにとって親しみと愛着

と誇りのあるものとすることを決意し，ここに，この条例を制定する。 

第１章 総則 

（目的） 
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第１条 この条例は，芦屋市の景観の形成及び景観法（平成１６年法律第１１０号。

以下「法」という。）の規定に基づく手続等について必要な事項を定めることによ

り，緑ゆたかな美しいまちづくりの実現を図ることを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例における用語の意義は，法の例による。 

２ この条例において，次の各号に掲げる用語の意義は，それぞれ当該各号に定める

ところによる。 

(1) 景観の形成 良好な景観の保全，育成及び創出をいう。 

(2) 建築物等 建築物及び工作物をいう。 

(3) 大規模建築物 次のいずれかに該当するものをいう。 

ア 建築物で，第一種低層住居専用地域及び第二種低層住居専用地域（都市計画

法（昭和４３年法律第１００号）第８条第１項第１号に規定するものをいう。

イにおいて同じ。）にあっては，高さ８メートルを超え，かつ，延べ面積が５

００平方メートルを超えるもの 

イ 建築物で，第一種低層住居専用地域及び第二種低層住居専用地域を除くその

他の地域にあっては，高さ１０メートルを超え，かつ，延べ面積が５００平方

メートルを超えるもの 

(4) 工作物 建築物以外の工作物で次に掲げるもの（附属して設けられるもの及

び支持物を含む。）をいう。 

ア 街灯，照明灯その他これらに類するもの 

イ 道路 

ウ 公園 

エ 立体駐車場 

オ 電気供給のための電線路，有線電気通信のための線路又は空中線系 

カ 鉄筋コンクリート造の柱，鉄柱，木柱その他これらに類するもの 

キ 高架水槽 

ク 煙突 

ケ 装飾塔，記念塔，物見塔，電波塔その他これらに類するもの 

コ 垣，さく，塀，門その他これらに類するもの 
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サ 擁壁 

シ 日よけその他これに類するもの 

ス アンテナ 

セ 物干場 

ソ 乗用エレベーター又はエスカレーターで観光のためのもの 

タ メリーゴーランド，観覧車，飛行塔，コースター，ウォーターシュートその

他これらに類する遊技施設 

チ 石油，ガス，LPG，穀物，飼料，肥料，セメントその他これらに類するもの

を貯蔵する施設 

ツ 高架道路，高架鉄道，横断歩道橋，こ線橋その他これらに類するもの 

テ 橋りょうその他これに類するもの 

ト その他市長が指定するもの 

(5) 認定を要する工作物 景観地区の景観に支障を及ぼすおそれがあるもので，

別表第１に定める工作物をいう。 

(6) 広告物 屋外広告物法（昭和２４年法律第１８９号）第２条第１項に規定す

る屋外広告物及び広告物を掲出する物件をいう。 

(7) 事業者 本市において事業活動を行うものをいう。 

(8) 設計者等 建築物又は工作物の設計又は施工を業として行う者をいう。 

（建築物及び工作物の面積，高さの算定方法） 

第３条 次の各号に掲げる面積，高さの算定方法は，それぞれ当該各号に定めるとこ

ろによる。 

(1) 延べ面積 建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号）第２条第１項第

４号の規定により算出するものとする。 

(2) 築造面積 建築基準法施行令第２条第１項第５号の規定により算出するもの

とする。 

(3) 建築物の高さ 建築基準法施行令第２条第１項第６号の規定により算出する

ものとする。 

(4) 工作物の高さ 建築基準法施行令第１３８条第１項の例により算出するもの

とする。 
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（市の責務） 

第４条 市は，この条例の目的を達成するため，景観形成における基本理念と施策方

向を示すとともに，施策の実現のための指針となる計画（以下「景観形成基本計画」

という。）を策定し，その計画に基づき景観の形成の施策を実施しなければならな

い。 

（市民の責務） 

第５条 市民は，景観の形成に寄与するよう努めるとともに，市が実施する景観の形

成に関する施策に協力しなければならない。 

（事業者及び設計者等の責務） 

第６条 事業者及び設計者等は，景観の形成に寄与するよう努めるとともに，市その

他の行政機関が実施する景観の形成に関する施策に協力しなければならない。 

（景観形成基本計画） 

第７条 市長は，第４条の景観形成基本計画を策定するときは，あらかじめ芦屋市附

属機関の設置に関する条例（平成１８年芦屋市条例第５号）第２条に規定する芦屋

市都市景観審議会（以下「審議会」という。）の意見を聴かなければならない。 

２ 市長は，公共施設の整備を行うときは，景観形成基本計画との整合を図るととも

に，景観の形成の先導的役割を果たすよう努めるものとする。 

３ 市長は，景観の形成を円滑に進めるため，市民及び事業者の意識の高揚並びに知

識の普及を図るとともに，景観の形成に関し必要な措置を講ずるよう，市民，事業

者及び設計者等の理解と協力を求めるものとする。 

４ 市長は，必要があるときは，国，地方公共団体その他の公共団体に対し，景観の

形成について，協力を要請するものとする。 

（景観アドバイザー） 

第７条の２ 市長は，景観形成施策の実施に関し必要な事項を調査するため，景観に

関し優れた識見を有する者のうちから地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１

７４条の規定に基づく専門委員として，景観アドバイザーを置く。 

２ 景観アドバイザーに関し必要な事項は，規則で定める。 

第１章の２ 景観計画等 

（景観計画） 
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第７条の３ 市は，景観形成基本計画に即して，法第８条第１項に規定する景観計画

（以下「景観計画」という。）を定めるものとする。 

２ 市長は，景観計画を定め，又は変更しようとするときは，あらかじめ，審議会の

意見を聴かなければならない。 

（計画提案を踏まえた景観計画の策定等をしない場合の手続） 

第７条の４ 市長は，法第１４条第１項の規定による通知をしようとするときは，あ

らかじめ，審議会の意見を聴かなければならない。 

（届出を要しない行為） 

第７条の５ 法第１６条第７項第１１号に規定する条例で定める行為は，次に掲げる

行為とする。 

(1) 法第１６条第１項第２号に規定する行為のうち，認定を要する工作物以外の

工作物に係る行為 

(2) 都市計画法第４条第１２項に規定する開発行為 

(3) 通常の管理行為，軽易な行為その他の行為で規則で定める行為 

第２章 景観地区等 

第１節 景観地区 

（景観地区の決定等） 

第８条 市長は，法第６１条第１項の規定により，都市計画に景観地区を定めようと

するとき，又は都市計画法第２１条第１項の規定により景観地区に関する都市計画

を変更しようとするときは，あらかじめ，審議会の意見を聴かなければならない。 

（建築物等の計画の認定の手続） 

第９条 市長は，法第６３条第２項若しくは第６６条第３項の規定による認定又は第

１５条第２項若しくは第１８条第３項の規定による認定に係る審査を行う場合に

おいて，必要と認めるときは，芦屋市附属機関の設置に関する条例第２条に規定す

る芦屋市景観認定審査会（以下「認定審査会」という。）の意見を聴くことができ

る。 

（門，塀，垣，石積み擁壁等の保存認定の手続） 

第９条の２ 市長は，第１３条の２の規定による保存認定をしようとするときは，あ

らかじめ，認定審査会の意見を聴かなければならない。 
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第２節 建築物に関する申請等 

（建築物の計画の認定申請書） 

第１０条 法第６３条第１項の申請書又は第６６条第２項の通知には，景観法施行規

則（平成１６年国土交通省令第１００号）第１９条第１項第１号から第５号までに

定める書類のほか，規則で定める図書を添付するものとする。 

（建築物の完了等の届出） 

第１１条 法第６３条第２項又は法第６６条第３項の規定による認定を受けた者は，

当該認定に係る行為を完了し，又は中止したときは，速やかにその旨を市長に届け

出なければならない。 

（大規模建築物の完了検査） 

第１２条 大規模建築物の建築等工事主は，法第６３条第２項又は法第６６条第３項

の規定による認定に係る行為を完了したときは，当該認定内容及び建築の完了した

建築物について市長の完了検査を受けなければならない。 

２ 市長は，完了検査を行い，法第６３条第２項又は法第６６条第３項の規定による

認定内容に適合していると認めたときは，大規模建築物に関する工事の検査済証を

大規模建築物の建築等工事主に交付するものとする。 

（認定を要しない建築物） 

第１３条 法第６９条第１項第５号に規定する良好な景観の形成に支障を及ぼすお

それが少ない建築物は，次に掲げる建築物とする。 

(1) 工事，祭礼又は慣例的行事のために必要な仮設の建築物で，工事等の期間中

に限り存続するもの 

(2) 通常の管理行為，軽易な行為その他の行為で規則で定める行為を行う建築物 

（門，塀，垣，石積み擁壁等の保存認定） 

第１３条の２ 景観地区に関する都市計画において定められた門，塀，垣，石積み擁

壁等の保存認定に係る敷地面積の最低限度の特例により建築物の建築に供する目

的で行う土地の区画の変更を行う者は，あらかじめ，その計画が，まちなみを特徴

づけている意匠を有するものの保存を行うことを目的としていることについて，規

則で定めるところにより，申請書を提出して市長の認定を受けなければならない。

当該認定を受けた計画の変更を行おうとする場合も，同様とする。 
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２ 市長は，前項の申請書を受理した場合においては，その受理した日から３０日以

内に，申請に係る計画を審査し，当該計画がまちなみを特徴づけている意匠を有す

るものの保存を行うことを目的としていると認めたときは，当該申請者に認定証を

交付しなければならない。 

３ 市長は，前項の規定により審査をした場合において，申請に係る計画がまちなみ

を特徴づけている意匠を有するものの保存を行うことを目的としていないと認め

たとき，又は当該申請書の記載によってはまちなみを特徴づけている意匠を有する

ものの保存を行うことを目的としているかどうかを決定することができない正当

な理由があるときは，その旨及びその理由を記載した通知書を同項の期間内に当該

申請者に交付しなければならない。 

第３節 工作物に関する制限等 

（工作物の形態意匠等の制限） 

第１４条 景観地区内における認定を要する工作物（以下「認定工作物」という。）

の形態意匠は，別表第２に定める形態意匠の制限に適合するものでなければならな

い。ただし，景観法施行令（平成１６年政令第３９８号。以下「令」という。）第

１７条で定める他の法令の規定により義務付けられた認定工作物又はその部分の

形態意匠にあっては，この限りでない。 

２ 景観地区内における工作物は，別表第２に定める工作物の高さの最高限度に適合

するものでなければならない。ただし，令第１７条で定める他の法令の規定により

義務付けられた工作物又はその部分にあっては，この限りでない。 

（認定工作物の計画の認定） 

第１５条 景観地区内において，認定工作物の建設等をしようとする者は，あらかじ

め，その計画が，前条第１項の規定に適合するものであることについて，規則で定

めるところにより，申請書を提出して市長の認定を受けなければならない。当該認

定を受けた認定工作物の計画を変更して建設等を行おうとする場合も，同様とする。 

２ 市長は，前項の申請書を受理した場合においては，その受理した日から３０日以

内に，申請に係る認定工作物の計画が前条の規定に適合するかどうかを審査し，審

査の結果に基づいて当該規定に適合するものと認めたときは，当該申請者に認定証

を交付しなければならない。 
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３ 市長は，前項の規定により審査をした場合において，申請に係る認定工作物の計

画が前条の規定に適合しないと認めたとき，又は当該申請書の記載によっては当該

規定に適合するかどうかを決定することができない正当な理由があるときは，その

旨及びその理由を記載した通知書を同項の期間内に当該申請者に交付しなければ

ならない。 

４ 第２項の認定証の交付を受けた後でなければ，同項の認定工作物の建設等の工事

（令第１２条に規定する工事を除く。）は，することができない。 

（違反工作物に対する措置） 

第１６条 市長は，第１４条の規定に違反した工作物があるときは，建設等工事主（工

作物の建設等をする者をいう。以下同じ。），当該工作物の建設等の工事の請負人

（請負工事の下請人を含む。以下この章において同じ。）若しくは現場管理者又は

当該工作物の所有者，管理者若しくは占有者に対し，当該工作物に係る工事の施工

の停止を命じ，又は相当の期限を定めて当該工作物の改築，修繕，模様替，色彩の

変更その他当該規定の違反を是正するために必要な措置をとることを命ずること

ができる。 

２ 市長は，前項の規定による処分をした場合においては，標識の設置その他規則で

定める方法により，その旨を告示しなければならない。 

３ 前項の標識は，第１項の規定による処分に係る工作物又はその敷地に設置するこ

とができる。この場合においては，同項の規定による処分に係る工作物又はその敷

地の所有者，管理者又は占有者は，当該標識の設置を拒み，又は妨げてはならない。 

４ 第１項の規定により必要な措置を命じようとする場合において，過失がなくてそ

の措置を命ぜられるべき者を確知することができず，かつ，その違反を放置するこ

とが著しく公益に反すると認められるときは，市長は，その者の負担において，そ

の措置を自ら行い，又はその命じた者若しくは委任した者に行わせることができる。

この場合においては，相当の期限を定めて，その措置を行うべき旨及びその期限ま

でにその措置を行わないときは，市長の命じた者若しくは委任した者がその措置を

行うべき旨をあらかじめ告示しなければならない。 

５ 前項の措置を行おうとする者は，その身分を示す証明書を携帯し，関係人の請求

があった場合においては，これを提示しなければならない。 
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（違反認定工作物の請負人に対する措置） 

第１７条 市長は，認定工作物について，前条第１項の規定による処分をした場合に

おいては，規則で定めるところにより，当該処分に係る認定工作物の工事の請負人

の氏名又は名称及び住所その他規則で定める事項を，建設業法（昭和２４年法律第

１００号）の定めるところにより当該請負人を監督する国土交通大臣又は都道府県

知事に通知しなければならない。 

（国又は地方公共団体の認定工作物に対する認定等に関する手続の特例） 

第１８条 国又は地方公共団体の認定工作物については，前３条の規定は適用せず，

次項から第５項までに定めるところによる。 

２ 景観地区内の認定工作物の建設等をしようとする者が国の機関等である場合に

おいては，当該国の機関等は，当該工事に着手する前に，その計画を市長に通知し

なければならない。 

３ 市長は，前項の通知を受けた場合においては，当該通知を受けた日から３０日以

内に，当該通知に係る認定工作物の計画が第１４条の規定に適合するかどうかを審

査し，審査の結果に基づいて，当該規定に適合するものと認めたときにあっては当

該通知をした国の機関等に対して認定証を交付し，当該規定に適合しないものと認

めたとき，又は当該規定に適合するかどうかを決定することができない正当な理由

があるときにあってはその旨及びその理由を記載した通知書を当該通知をした国

の機関等に対して交付しなければならない。 

４ 第２項の通知に係る認定工作物の建設等の工事（令第１２条に規定する工事を除

く。）は，前項の認定証の交付を受けた後でなければ，することができない。 

５ 市長は，国又は地方公共団体の認定工作物が第１４条の規定に違反すると認める

場合においては，直ちに，その旨を当該認定工作物を管理する国の機関等に通知し，

第１６条第１項に規定する必要な措置をとるべきことを要請しなければならない。 

（工事現場における認定の表示） 

第１９条 景観地区内の認定工作物の建設等の工事の施工者は，当該工事現場の見や

すい場所に，規則で定めるところにより，建設等工事主，設計者（その者の責任に

おいて，設計図書を作成した者をいう。以下同じ。），工事施工者（認定工作物に

関する工事の請負人又は請負契約によらないで自らその工事をする者をいう。以下
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同じ。）及び工事の現場管理者の氏名又は名称並びに当該工事に係る計画について

第１５条第２項又は前条第３項の規定による認定があった旨の表示をしなければ

ならない。 

２ 景観地区内の認定工作物の建設等の工事の施工者は，当該工事に係る第１５条第

２項又は前条第３項の規定による認定を受けた計画の写しを当該工事現場に備え

て置かなければならない。 

（認定工作物の完了等の届出） 

第２０条 第１５条第２項又は第１８条第３項の規定による認定を受けた者は，当該

認定に係る行為を完了し，又は中止したときは，速やかにその旨を市長に届け出な

ければならない。 

（適用の除外） 

第２１条 第１４条から前条まで（認定工作物以外の工作物にあっては，第１４条及

び第１６条）の規定は，次に掲げる工作物については，適用しない。 

(1) 令第２０条第６号イ及びハに掲げる法律の規定により形態意匠に係る義務の

履行としての行為を行う工作物 

(2) 法第１９条第１項の規定により景観重要建造物として指定された工作物 

(3) 文化財保護法（昭和２５年法律第２１４号）の規定により国宝，重要文化財，

特別史跡名勝天然記念物又は史跡名勝天然記念物として指定され，又は仮指定さ

れた工作物 

(4) 前号の工作物であったものの原形を再現する工作物で，市長がその原形の再

現がやむを得ないと認めたもの 

(5) 通常の管理行為，軽易な行為その他の行為で規則で定める行為を行う工作物 

２ 景観地区に関する都市計画が定められ，又は変更された際現に存する工作物又は

現に建設等の工事中の工作物が，第１４条の規定に適合しない場合又は同条の規定

に適合しない部分を有する場合においては，当該工作物又はその部分に対しては，

同条から前条までの規定は，適用しない。 

３ 前項の規定は，次の各号のいずれかに該当する工作物又はその部分に対しては，

適用しない。 

(1) 景観地区に関する都市計画の変更前に第１４条の規定に違反している工作物
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又はその部分 

(2) 景観地区に関する都市計画が定められ，又は変更された後に増築，改築又は

移転の工事に着手した工作物 

(3) 景観地区に関する都市計画が定められ，又は変更された後に外観を変更する

こととなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更の工事に着手した工作物の当該

工事に係る部分 

（報告及び立入検査） 

第２２条 市長は，第１４条から前条までの施行に必要な限度において，市長が指定

する職員に，工作物の所有者，管理者若しくは占有者，建設等工事主，設計者，工

事監理者若しくは工事施工者に対し，工作物の建設等に関する工事の計画若しくは

施工の状況その他必要な事項に関し報告させ，又はその職員に，工作物の敷地若し

くは工事現場に立ち入り，工作物，工作物の材料その他工作物に関する工事に関係

がある物件を検査させることができる。 

２ 前項の規定により立入検査をする職員は，その身分を示す証明書を携帯し，関係

者に提示しなければならない。 

３ 第１項の規定による立入検査の権限は，犯罪捜査のために認められたものと解釈

してはならない。 

第３章 大規模建築物等及び広告物の景観協議等 

（大規模建築物等の景観協議） 

第２３条 景観地区内において，大規模建築物の建築等及び認定工作物の建設等（以

下「大規模建築物等の建築等」という。）を行おうとする者は，規則で定めるとこ

ろにより，法第６３条第１項の規定による認定申請若しくは法第６６条第２項の規

定による通知又は第１５条第１項の規定による認定申請若しくは第１８条第２項

の規定による通知をする前に，景観地区の建築物及び認定工作物の形態意匠の制限

（第３１条第３項の景観形成整備計画が定められている地区にあっては当該景観

形成整備計画を含む。）の趣旨に従い，当該敷地の立地条件及び周辺環境の特徴に

基づく景観への配慮の方針（以下「景観への配慮方針」という。）に関して，市長

に協議しなければならない。 

２ 市長は，前項の規定による協議が行われた場合において，必要があると認めると
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きは，規則で定めるところにより，当該協議をした者に対し，景観への配慮方針に

関する調査，予測又は評価を行うことを求めることができる。 

３ 市長は，第１項の規定による協議が行われた場合において，必要があると認める

ときは，景観アドバイザーの意見を聴くことができる。 

４ 市長は，良好な景観形成のために必要があると認めるときは，第１項の規定によ

り協議された景観への配慮方針及び当該景観への配慮方針に対する景観アドバイ

ザーの意見を公表することができる。 

５ 前各項の規定は，通常の管理行為，軽易な行為その他の行為で規則で定めるもの

については適用しない。 

（広告物の景観指導基準） 

第２４条 市長は，広告物と地域の景観との調和を図るため，第２７条から第２９条

までに規定する景観形成地区，景観軸及び景観点以外の区域内における広告物につ

いて，景観指導基準を定めるものとする。 

２ 前項の景観指導基準には，広告物の意匠及び表示の方法を定めるものとする。 

３ 市長は，景観指導基準を定めるときは，あらかじめ，審議会の意見を聴かなけれ

ばならない。 

４ 市長は，景観指導基準を定めたときは，その内容を告示しなければならない。 

５ 前２項の規定は，景観指導基準の変更について準用する。 

（広告物に係る助言又は指導） 

第２５条 市長は，景観形成地区等以外の地区内において，広告物が第３１条に規定

する景観形成のための方針及び景観指導基準に適合しないと認めるときは，当該広

告物を表示し，又は掲出物件を設置し，又はこれらを管理する者（以下「広告主等」

という。）に対し，必要な措置を講ずるよう助言又は指導をすることができる。 

（広告物に係る要請） 

第２６条 市長は，次条から第２９条までに規定する景観形成地区，景観軸及び景観

点以外の区域内において，広告物が景観指導基準に著しく適合しないと認めるとき

は，当該広告物の広告主等に対し，必要な要請をすることができる。 

２ 市長は，前項の規定により要請をするときは，あらかじめ，審議会の意見を聴く

ものとする。 
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第４章 景観形成地区等 

（景観形成地区） 

第２７条 市長は，次の各号のいずれかに該当する区域を，景観形成地区として指定

することができる。 

(1) 公園又は緑地を中心に良好な景観を形づくっている区域 

(2) 地区の景観を特徴づけている建築物又は工作物が一体となって良好な景観を

形づくっている区域 

(3) 豊かな緑と住宅が一体となって良好な景観を形づくっている区域 

(4) 水辺とまちが一体となって良好な景観を形づくっている区域 

(5) 景観の形成のために計画的に整備していく必要がある区域 

（景観軸） 

第２８条 市長は，次の各号のいずれかに該当する区域を，景観軸として指定するこ

とができる。 

(1) 道路又は軌道とその沿道軸 

(2) 海岸又は河川とその沿岸軸 

（景観点） 

第２９条 市長は，次の各号のいずれかに該当する区域を，景観点として指定するこ

とができる。 

(1) 山腹，山麓広場及び橋などの眺望が特に優れた点 

(2) 街角，駅前広場，公園及び景観重要建造物で周辺景観を特徴づけている点 

（指定等の手続） 

第３０条 市長は，景観形成地区，景観軸又は景観点（以下「景観形成地区等」とい

う。）を指定しようとするときは，あらかじめ，当該地区住民，土地又は建築物若

しくは工作物の所有者（以下「地区住民等」という。）及び審議会の意見を聴かな

ければならない。 

２ 市長は，景観形成地区等を指定したときは，その旨を告示しなければならない。 

３ 前２項の規定は，景観形成地区等の指定の解除及び変更について準用する。 

（景観形成方針及び景観形成整備計画） 

第３１条 市長は，景観形成地区等を指定しようとするときは，当該景観形成地区等
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ごとに，景観の形成のための方針（以下「景観形成方針」という。）を地区住民等

及び審議会の意見を聴いて定めなければならない。 

２ 景観形成方針は，次に掲げる事項のうち必要なものについて定めるものとする。 

(1) 景観形成地区等の特色を生かした景観の形成の目標 

(2) 景観形成地区等における景観の形成のための整備方針 

(3) 前２号に掲げるもののほか，景観の形成のために必要な事項 

３ 市長は，景観形成地区等を指定しようとするときは，当該景観形成地区等ごとに，

景観の形成のための整備計画（以下「景観形成整備計画」という。）を地区住民等

及び審議会の意見を聴いて定めなければならない。 

４ 景観形成整備計画は，次に掲げる事項のうち必要なものについて定めるものとす

る。 

(1) 建築物等の敷地の規模及び敷地内の修景 

(2) 建築物等の敷地内における位置，規模，意匠，材料及び色彩 

(3) 建築物等の用途 

(4) 建築物等の一階部分の形態 

(5) 建築物等の屋上の形態及び山腹，山麓広場からの見え方 

(6) 建築物等の照明の方法及び色彩 

(7) 土地の形質 

(8) 木竹の態様 

(9) 広告物の意匠及び表示の方法 

(10) 前各号に掲げるもののほか，景観の形成のために市長が必要と認める事項 

５ 市長は，景観形成方針及び景観形成整備計画（以下「景観形成方針等」という。）

を定めたときは，その内容を告示しなければならない。 

６ 第１項，第３項及び前項の規定は，景観形成方針等の変更について準用する。 

（景観形成地区等内における行為） 

第３２条 景観形成地区等内において，法第１６条第１項第１号から第３号までに掲

げる行為を行おうとする者は，当該行為が景観形成方針等に適合するように努めな

ければならない。 

（空地に係る要請） 
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第３３条 市長は，景観形成地区等内において，空地の利用又は管理が景観形成方針

等に著しく適合しないと認めるときは，当該空地の所有者，管理者又は占有者（以

下「所有者等」という。）に対し，必要な要請をすることができる。 

２ 市長は，前項の規定による要請をするときは，あらかじめ，審議会の意見を聴く

ものとする。 

第５章 景観重要建造物及び景観重要樹木 

（景観重要建造物の指定の手続） 

第３４条 市長は，法第１９条第１項の規定により景観重要建造物を指定しようとす

るときは，あらかじめ，審議会の意見を聴かなければならない。 

２ 市長は，法第１９条第１項の規定により景観重要建造物を指定したときは，その

旨を告示しなければならない。 

（景観重要建造物に係る行為完了の届出） 

第３５条 法第２２条第１項の規定による許可を受けた者は，同項に規定する行為が

完了したときは，速やかにその旨を市長に届け出なければならない。 

２ 前項の規定は，法第２２条第４項の規定による協議において準用する。 

（原状回復命令等の手続） 

第３６条 市長は，法第２３条第１項の規定により原状回復を命じ，又はこれに代わ

るべき必要な措置をとるべき旨を命じようとするときは，あらかじめ，審議会の意

見を聴かなければならない。 

（景観重要建造物の管理の方法の基準） 

第３７条 法第２５条第２項に規定する管理の方法の基準は，次に掲げるとおりとす

る。 

(1) 通常の管理行為として修繕を行うときは，当該修繕前の外観を変更しないこ

と。 

(2) 消火器の設置その他の防災上の措置をとること。 

(3) 滅失又は損傷を防ぐため，その敷地，構造又は建築設備の状況を定期的に点

検すること。 

（管理に関する命令又は勧告の手続） 

第３７条の２ 市長は，法第２６条の規定により必要な措置を命じ，又は勧告しよう
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とするときは，あらかじめ，審議会の意見を聴かなければならない。 

（指定の解除の手続） 

第３７条の３ 市長は，法第２７条第１項又は第２項の規定により景観重要建造物の

指定を解除しようとするときは，あらかじめ，審議会の意見を聴かなければならな

い。 

２ 市長は，法第２７条第１項又は第２項の規定により景観重要建造物の指定を解除

したときは，その旨を告示しなければならない。 

（景観重要樹木についての準用） 

第３７条の４ 第３４条から第３６条まで，第３７条の２及び前条の規定は，法第２

８条第１項に規定する景観重要樹木について準用する。 

（景観重要樹木の管理の方法の基準） 

第３７条の５ 法第３３条第２項に規定する管理の方法の基準は，次に掲げるとおり

とする。 

(1) 良好な景観を保全するため，せん定その他の必要な管理を行うこと。 

(2) 滅失，枯死等を防ぐため，病害虫の駆除その他の措置をとること。 

第６章 削除 

第３８条から第４０条まで 削除 

第７章 表彰及び助成等 

（表彰） 

第４１条 市長は，景観の形成に著しく寄与しているまちなみ，建築物等について，

その所有者，設計者等を表彰することができる。 

２ 市長は，前項に掲げるもののほか，景観の形成に著しく貢献した個人又は団体を

表彰することができる。 

（助成等） 

第４２条 市長は，景観の形成に努めようとする者に対し，必要な技術援助を行うこ

とができる。 

２ 市長は，予算の範囲内において，次に掲げる経費の一部を助成することができる。 

(1) 景観形成地区等内において景観の形成に著しく寄与すると認められる行為を

しようとする者の当該行為に要する経費 
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(2) 景観重要建造物の所有者等が行う景観重要建造物の修繕等に要する経費 

(3) 景観重要樹木の所有者等が行う景観重要樹木の修復等に要する経費 

(4) その他景観の形成に著しく寄与すると市長が認める行為に要する経費 

第８章 雑則 

（補則） 

第４３条 この条例の施行に関し必要な事項は，規則で定める。 

第９章 罰則 

（罰則） 

第４４条 次の各号のいずれかに該当する者は，５０万円以下の罰金に処する。 

(1) 第１５条第１項の規定に違反して，申請書を提出せず，又は虚偽の申請書を

提出した者 

(2) 第１５条第４項の規定に違反して，認定工作物の建設等の工事をした者 

(3) 第１６条第１項の規定による市長の命令に違反した者 

第４５条 次の各号のいずれかに該当する者は，３０万円以下の罰金に処する。 

(1) 第１９条の規定に違反して，認定があった旨の表示をせず，又は認定を受け

た計画の写しを備えておかなかった者 

(2) 第２２条第１項の規定による報告をせず，又は虚偽の報告をした者 

(3) 第２２条第１項の規定による立入検査を拒み，妨げ，又は忌避した者 

（両罰規定） 

第４６条 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人，使用人その他従業員が，その

法人又は人の業務に関し，前２条の違反行為をしたときは，行為者を罰するほか，

その法人又は人に対して各本条の罰金刑を科する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は，平成２１年７月１日から施行する。 

（芦屋市附属機関の設置に関する条例の一部改正） 

２ 芦屋市附属機関の設置に関する条例（平成１８年芦屋市条例第５号）の一部を次

のように改正する。 

〔次のよう〕略 
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（芦屋市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改

正） 

３ 芦屋市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３１

年芦屋市条例第１３号）の一部を次のように改正する。 

〔次のよう〕略 

附 則（平成２２年９月２９日条例第２９号） 

（施行期日） 

１ この条例は，平成２２年１１月１日から施行する。 

（芦屋市附属機関の設置に関する条例の一部改正） 

２ 芦屋市附属機関の設置に関する条例（平成１８年芦屋市条例第５号）の一部を次

のように改正する。 

〔次のよう〕略 

附 則（平成２４年３月２６日条例第１９号） 

この条例は，平成２４年４月１日から施行する。 

附 則（平成２６年３月２４日条例第９号） 

（施行期日） 

１ この条例は，平成２６年４月１日から施行する。 

（芦屋市附属機関の設置に関する条例の一部改正） 

２ 芦屋市附属機関の設置に関する条例（平成１８年芦屋市条例第５号）の一部を次

のように改正する。 

〔次のよう〕略 

（芦屋市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改

正） 

３ 芦屋市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３１

年芦屋市条例第１３号）の一部を次のように改正する。 

〔次のよう〕略 

別表第１（第２条関係） 

認定を要する工作物 

景観地区の区分 工作物の種類 
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芦屋景観地区 (1) 幅員１０メートルを超える道路 

(2) 面積２，５００平方メートルを超える公園 

(3) 高架道路，高架鉄道，横断歩道橋，こ線橋その他これらに類

するもの 

(4) 橋りょうその他これに類するもので幅員１０メートルを超

え，又はその延長が３０メートルを超えるもの 

(5) 立体駐車場で築造面積５００平方メートルを超えるもの 

(6) 鉄筋コンクリート造の柱，鉄柱，木柱その他これらに類する

もの（旗ざお並びに架空電線路用並びに電気事業法（昭和３９年

法律第１７０号）第２条第１項第１０号の電気事業者及び同項第

１２号の卸供給事業者の保安通信設備用のものを除く。）で高さ

１５メートルを超えるもの 

(7) 高架水槽で高さ１０メートルを超えるもの 

(8) 煙突で高さ１０メートルを超えるもの 

(9) 装飾塔，記念塔，物見塔，電波塔その他これらに類するもの

で高さ１０メートルを超えるもの 

(10) 大規模建築物に附属する垣，さく，塀，門その他これらに類

するもの 

(11) 大規模建築物に附属する擁壁 

(12) 大規模建築物に附属する擁壁以外の擁壁で高さ２メートル

を超えるもの 

(13) 大規模建築物に附属する日よけその他これに類するもの 

(14) アンテナで高さ１０メートルを超えるもの（建築物と一体と

なって設置される場合は，高さ４メートルを超え，かつ，建築物

等の高さとの合計が１０メートルを超えるもの） 

(15) 乗用エレベーター又はエスカレーターで観光のためのもの

で高さ１０メートルを超えるもの 

(16) メリーゴーランド，観覧車，飛行塔，コースター，ウォータ

ーシュートその他これらに類する遊技施設で高さ１０メートル
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を超えるもの 

(17) 石油，ガス，LPG，穀物，飼料，肥料，セメントその他これ

らに類するものを貯蔵する施設で高さ１０メートルを超えるも

の 

芦屋川特別景観

地区 

(1) 幅員１０メートルを超える道路 

(2) 面積２，５００平方メートルを超える公園 

(3) 高架道路，高架鉄道，横断歩道橋，こ線橋その他これらに類

するもの 

(4) 橋りょうその他これに類するもので幅員１０メートルを超

え，又はその延長が３０メートルを超えるもの 

(5) 立体駐車場で築造面積５００平方メートルを超えるもの 

(6) 鉄筋コンクリート造の柱，鉄柱，木柱その他これらに類する

もの（旗ざお並びに架空電線路用並びに電気事業法（昭和３９年

法律第１７０号）第２条第１項第１０号の電気事業者及び同項第

１２号の卸供給事業者の保安通信設備用のものを除く。）で高さ

１５メートルを超えるもの 

(7) 高架水槽で高さ１０メートルを超えるもの 

(8) 煙突で高さ１０メートルを超えるもの 

(9) 装飾塔，記念塔，物見塔，電波塔その他これらに類するもの

で高さ１０メートルを超えるもの 

(10) 建築物に附属する垣，さく，塀，門その他これらに類するも

の 

(11) 建築物に附属する擁壁 

(12) 建築物に附属する擁壁以外の擁壁で高さ０．５メートルを超

えるもの 

(13) 建築物に附属する日よけその他これに類するもの 

(14) アンテナで高さ１０メートルを超えるもの（建築物と一体と

なって設置される場合は，高さ４メートルを超え，かつ，建築物

等の高さとの合計が１０メートルを超えるもの） 
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(15) 乗用エレベーター又はエスカレーターで観光のためのもの

で高さ１０メートルを超えるもの 

(16) メリーゴーランド，観覧車，飛行塔，コースター，ウォータ

ーシュートその他これらに類する遊技施設で高さ１０メートル

を超えるもの 

(17) 石油，ガス，LPG，穀物，飼料，肥料，セメントその他これ

らに類するものを貯蔵する施設で高さ１０メートルを超えるも

の 

別表第２（第１４条関係） 

景観地区内における工作物の形態意匠等の制限 

景観地区

の区分 

基準 

芦屋景観

地区 

形

態

意

匠

の

制

限 

一般基準 

(1) 緑ゆたかな美しい芦屋の景観を目指し，工作物の外観や形態意匠

は，芦屋らしい景観の基本となっている自然環境や歴史的資産との

一体性や地域ごとの景観特性に考慮し，周辺のまちなみや界隈との

かかわり状況，敷地内の位置，工作物の規模，意匠，材料及び色彩

について，隣接する相互間で調整され，地域全体として調和し，景

観の向上に資するものとする。 

(2) 緑ゆたかな美しいまちづくりには，樹木草花の存在が欠かすこと

ができない。そのため，潤いのある生活環境の創造に寄与するよう

に，工作物及び駐車場など工作物に附属する施設と緑化デザインが

一体となった緑ゆたかな美しい景観の形成を図るものとする。 

工作物の種類 項目別基準 

(1) 立体駐車

場 

(2) 高架水槽

(3) 装飾塔，記

念塔，物見塔，

位置・規模 (1) 芦屋の景観を特徴づける山・海など

への眺めを損ねない配置，規模及び形

態とすること。 

(2) 現存する景観資源を可能な限り活

かした配置，規模及び形態とすること。
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電波塔その他

これらに類す

るもの 

(4) 乗用エレ

べーター又は

エスカレータ

ーで観光のた

めのもの 

(5) メリーゴ

ーランド，観

覧車，飛行塔，

コースター，

ウォーターシ

ュートその他

これらに類す

る遊技施設 

(6) 石油，ガ

ス，LPG，穀物，

飼料，肥料，

セメントその

他これらに類

するものを貯

蔵する施設 

(3) 周辺の景観と調和したスケールと

し，通りや周辺との連続性を維持し，

形成するような配置，規模及び形態と

すること。 

外観意匠 (1) 主要な材料は周辺の景観との調和

に配慮し，見苦しくならないものを用

いること。 

(2) 周辺の景観と調和するよう，見えが

かり上のボリューム感を軽減するこ

と。 

(3) 通りや周辺で共通の要素を有して

いるところでは，連続性が維持される

意匠とすること。 

(4) 側面や背面についても，意匠は周辺

の景観と調和したものとすること。 

屋外設備 屋外に設置する設備は，周囲から見え

ないよう工夫し，露出する場合は工作物

と調和した意匠とすること。 

通り外観 (1) 前面空地，駐車場アプローチなど接

道部は，工作物と一体的に配置し，及

びしつらえるとともに，材料の工夫を

行い，落ち着きのある外観意匠とする

こと。 

(2) 十分な修景植栽を施すことにより，

緑ゆたかな外観とすること。 

(3) 街角に立つ場合には，街角を意識し

た意匠とすること。 

色彩 芦屋の景観色を念頭に，低彩度を基本

とし，周辺の景観との調和に配慮したけ
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ばけばしくない配色とすること。特に工

作物の大部分を占める基調色の彩度につ

いては，地域に多く用いられている色彩

との調和を図り，マンセル値で次を満た

すこと。 

ア R（赤），YR（橙）系の色相を使用

する場合は，彩度４以下 

イ Y（黄）系の色相を使用する場合は，

彩度３以下 

ウ その他の色相を使用する場合は，

彩度２以下 

(1) 鉄筋コン

クリート造の

柱，鉄柱，木

柱その他これ

らに類するも

の 

(2) 煙突 

位置・規模 (1) 芦屋の景観を特徴づける山・海など

への眺めを損ねない配置，規模及び形

態とすること。 

(2) 現存する景観資源を可能な限り活

かした配置，規模及び形態とすること。

(3) 周辺の景観と調和したスケールと

し，通りや周辺との連続性を維持し，

形成するような配置，規模及び形態と

すること。 

外観意匠 主要な材料は周辺の景観との調和に配

慮し，見苦しくならないものを用いるこ

と。 

屋外設備 屋外に設置する設備は，周囲から見え

ないよう工夫し，露出する場合は工作物

と調和した意匠とすること。 

色彩 芦屋の景観色を念頭に，低彩度を基本

とし，周辺の景観との調和に配慮したけ

ばけばしくない配色とすること。特に工



24/38 

作物の大部分を占める基調色の彩度につ

いては，地域に多く用いられている色彩

との調和を図り，マンセル値で次を満た

すこと。 

ア R（赤），YR（橙）系の色相を使用

する場合は，彩度４以下 

イ Y（黄）系の色相を使用する場合は，

彩度３以下 

ウ その他の色相を使用する場合は，

彩度２以下 

大規模建築物に

附属する垣，さ

く，塀，門その

他これらに類す

るもの 

位置・規模 (1) 現存する景観資源を可能な限り活

かした配置，規模及び形態とすること。

(2) 周辺の景観と調和したスケールと

し，通りや周辺との連続性を維持し，

形成するような配置，規模及び形態と

すること。 

外観意匠 (1) 主要な材料は周辺の景観との調和

に配慮し，見苦しくならないものを用

いること。 

(2) 通りや周辺で共通の要素を有して

いるところでは，連続性が維持される

意匠とすること。 

通り外観 塀，さく等の囲障は，植栽計画と一体

となった意匠とすること。 

色彩 芦屋の景観色を念頭に低彩度を基本と

し，周辺の景観との調和に配慮したけば

けばしくない配色とすること。特に工作

物の大部分を占める基調色の彩度につい

ては，地域に多く用いられている色彩と
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の調和を図り，マンセル値で次を満たす

こと。 

ア R（赤），YR（橙）系の色相を使用

する場合は，彩度４以下 

イ Y（黄）系の色相を使用する場合は，

彩度３以下 

ウ その他の色相を使用する場合は，

彩度２以下 

(1) 大規模建

築物に附属す

る擁壁 

(2) 大規模建

築物に附属す

る擁壁以外の

擁壁 

位置・規模 (1) 現存する景観資源を可能な限り活

かした配置，規模及び形態とすること。

(2) 周辺の景観と調和したスケールと

し，通りや周辺との連続性を維持し，

形成するような配置，規模及び形態と

すること。 

外観意匠 (1) 主要な材料は周辺の景観との調和

に配慮し，見苦しくならないものを用

いること。 

(2) 周辺の景観と調和するよう，見えが

かり上のボリューム感を軽減するこ

と。 

(3) 通りや周辺で共通の要素を有して

いるところでは，連続性が維持される

意匠とすること。 

通り外観 自然素材の仕様や植栽との組み合わせ

等周辺景観と調和した意匠とすること。

色彩 芦屋の景観色を念頭に，低彩度を基本

とし，周辺の景観との調和に配慮したけ

ばけばしくない配色とすること。特に工

作物の大部分を占める基調色の彩度につ
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いては，地域に多く用いられている色彩

との調和を図り，マンセル値で次を満た

すこと。 

ア R（赤），YR（橙）系の色相を使用

する場合は，彩度４以下 

イ Y（黄）系の色相を使用する場合は，

彩度３以下 

ウ その他の色相を使用する場合は，

彩度２以下 

大規模建築物に

附属する日よけ

位置・規模 (1) 現存する景観資源を可能な限り活

かした配置，規模及び形態とすること。

(2) 周辺の景観と調和したスケールと

し，通りや周辺との連続性を維持し，

形成するような配置，規模及び形態と

すること。 

外観意匠 (1) 主要な材料は周辺の景観との調和

に配慮し，見苦しくならないものを用

いること。 

(2) 建築物と調和した意匠とすること。

色彩 (1) 芦屋の景観色を念頭に，低彩度を基

本とし，周辺の景観との調和に配慮し

たけばけばしくない配色とすること。

特に工作物の大部分を占める基調色の

彩度については，地域に多く用いられ

ている色彩との調和を図り，マンセル

値で次を満たすこと。 

ア R（赤），YR（橙）系の色相を使用

する場合は，彩度４以下 

イ Y（黄）系の色相を使用する場合は，



27/38 

彩度３以下 

ウ その他の色相を使用する場合は，

彩度２以下 

(2) 建築物の色彩と調和したものであ

ること。 

アンテナ 位置・規模 (1) 芦屋の景観を特徴づける山・海など

への眺めを損ねない配置，規模及び形

態とすること。 

(2) 現存する景観資源を可能な限り活

かした配置，規模及び形態とすること。

(3) 周辺の景観と調和したスケールと

し，通りや周辺との連続性を維持し，

形成するような配置，規模及び形態と

すること。 

外観意匠 主要な材料は周辺の景観との調和に配

慮し，見苦しくならないものを用いるこ

と。 

屋外設備 屋外に設置する設備は，周囲から見え

ないよう工夫し，露出する場合は工作物

と調和した意匠とすること。 

色彩 (1) 芦屋の景観色を念頭に，低彩度を基

本とし，周辺の景観との調和に配慮し

たけばけばしくない配色とすること。

特に工作物の大部分を占める基調色の

彩度については，地域に多く用いられ

ている色彩との調和を図り，マンセル

値で次を満たすこと。 

ア R（赤），YR（橙）系の色相を使用

する場合は，彩度４以下 
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イ Y（黄）系の色相を使用する場合は，

彩度３以下 

ウ その他の色相を使用する場合は，

彩度２以下 

(2) 建築物と一体となって設置される

場合は，当該建築物の色彩と調和した

ものであること。 

(1) 道路 

(2) 公園 

(1) 周辺の景観に調和した意匠，色彩等とすること。

(2) 屋外に設置する設備は，できるだけ目立たないよ

うに工夫したものとすること。 

(1) 高架道路，

高架鉄道，横

断歩道橋，こ

線橋その他こ

れらに類する

もの 

(2) 橋りょう

その他これに

類するもの 

(1) 周辺の景観に調和した意匠，色彩等とすること。

(2) 屋外に設置する設備は，できるだけ目立たないよ

うに工夫したものとすること。 

(3) 親柱，高欄等の意匠やポイントとなる彫刻，緑化

等による演出を工夫したものとすること。 

芦屋川特

別景観地

区 

形

態

意

匠

の

制

限 

一般基準 

芦屋川沿岸では，河岸の松や桜の並木と宅地内の生垣，樹木，御影

石の石積等が一体となった緑ゆたかな特徴ある景観が形成され，山の

緑を背景に河川を軸とした眺望が広がる。この特徴ある景観を保全，

育成するために，特に芦屋川からの景観形成に配慮する。 

(1) 背景となる山の緑や河岸の松や桜などと一体となった緑ゆたか

な美しい景観となるよう，河川沿いの通りからの見え方に配慮した

工作物の配置とするとともに，敷地内の緑と調和する工作物の形態，

意匠及び材料とすることにより，通りの緑の連続性を形成する。 

(2) 周辺の緑環境と調和した工作物となるよう，工作物の規模や位置
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に配慮するとともに，河川沿いの通り際では，まちなみを特徴づけ

ている素材や意匠の継承に配慮し，工作物及び駐車場や囲障など工

作物に附属する施設が一体となった落ち着いた通り外観を形成す

る。 

(3) 河川沿いの通りや橋などから望む開放的な見通しの景観を保全

するため，工作物の高さや形態，配置などに配慮し，芦屋川を軸と

した眺望景観を形成する。 

(4) 山の緑と一体となった山手の特徴的な景観を保全，育成するた

め，敷地内外の緑と折り合う工作物の配置，規模及び形態となるよ

う計画することにより，工作物が山の緑に溶け込む景観を形成する。

工作物の種類 項目別基準 

(1) 立体駐車

場 

(2) 高架水槽

(3) 装飾塔，記

念塔，物見塔，

電波塔その他

これらに類す

るもの 

(4) 乗用エレ

ベーター又は

エスカレータ

ーで観光のた

めのもの 

(5) メリーゴ

ーランド，観

覧車，飛行塔，

コースター，

ウォーターシ

位置・規模 (1) 芦屋川の景観を特徴づける山，海な

どへの眺めを損ねない配置，規模及び

形態とすること。 

(2) 現存する景観資源を可能な限り活

かした配置，規模及び形態とすること。

(3) 周辺の景観と調和したスケールと

し，通りや周辺，河岸の並木との連続

性を維持し，形成するような配置，規

模及び形態とすること。 

(4) 山手においては，背景の山並みや河

岸や周辺の緑と調和する配置，規模及

び形態とすること。 

外観意匠 (1) 主要な材料は，周辺の景観との調和

や質感に配慮し，見苦しくならないも

のを用いること。 

(2) 芦屋川からの眺めを意識した意匠

とすること。併せて周辺の景観と調和

するように，見えがかり上のボリュー
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ュートその他

これらに類す

る遊技施設 

(6) 石油，ガ

ス，LPG，穀物，

飼料，肥料，

セメントその

他これらに類

するものを貯

蔵する施設 

ム感を軽減すること。 

(3) 通りや周辺で共通の要素を有して

いるところでは，連続性が維持される

意匠とすること。 

(4) 側面や背面についても，意匠は周辺

の景観と調和したものとすること。 

屋外設備 屋外に設置する設備は，周囲から見え

ないよう工夫し，露出する場合は工作物

と調和した意匠とすること。 

通り外観 (1) 前面空地，駐車場アプローチなど接

道部は，工作物と一体的に配置やしつ

らえ，材料の工夫を行い，落ち着きの

ある外観意匠とすること。 

(2) 中高木等による植栽を十分に施す

ことにより，緑と調和した外観意匠と

すること。ただし，D地区及びE地区（築

造面積が５００平方メートルを超える

場合を除く。）においては，この限り

でない。 

(3) 街角に立つ場合には，街角を意識し

た意匠とすること。 

山麓外観 F地区においては，中高木等による植栽

を十分に施すことにより，河川沿いの通

りや橋などからの眺めにおいて，敷地内

の緑と一体となった背景となる山の緑に

溶け込むような外観意匠とすること。 

色彩 芦屋の景観色を念頭に，低彩度を基本

とし，周辺の景観との調和に配慮したけ

ばけばしくない配色とすること。特に工
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作物の大部分を占める基調色の彩度につ

いては，地域に多く用いられている色彩

との調和を図り，マンセル値で次を満た

すこと。 

ア R（赤），YR（橙）系の色相を使用

する場合は，彩度４以下 

イ Y（黄）系の色相を使用する場合は，

彩度３以下 

ウ その他の色相を使用する場合は，

彩度２以下 

(1) 鉄筋コン

クリート造の

柱，鉄柱，木

柱その他これ

らに類するも

の 

(2) 煙突 

位置・規模 (1) 芦屋川の景観を特徴づける山，海な

どへの眺めを損ねない配置，規模及び

形態とすること。 

(2) 現存する景観資源を可能な限り活

かした配置，規模及び形態とすること。

(3) 周辺の景観と調和したスケールと

し，通りや周辺，河岸の並木との連続

性を維持し，形成するような配置，規

模及び形態とすること。 

(4) 山手においては，背景の山並みや河

岸や周辺の緑と調和する配置，規模及

び形態とすること。 

外観意匠 主要な材料は周辺の景観との調和や質

感に配慮し，見苦しくならないものを用

いること。 

屋外設備 屋外に設置する設備は，周囲から見え

ないよう工夫し，露出する場合は工作物

と調和した意匠とすること。 

色彩 芦屋の景観色を念頭に，低彩度を基本
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とし，周辺の景観との調和に配慮したけ

ばけばしくない配色とすること。特に工

作物の大部分を占める基調色の彩度につ

いては，地域に多く用いられている色彩

との調和を図り，マンセル値で次を満た

すこと。 

ア R（赤），YR（橙）系の色相を使用

する場合は，彩度４以下 

イ Y（黄）系の色相を使用する場合は，

彩度３以下 

ウ その他の色相を使用する場合は，

彩度２以下 

建築物に附属す

る垣，さく，塀，

門その他これら

に類するもの 

位置・規模 (1) 現存する景観資源を可能な限り活

かした配置，規模及び形態とすること。

(2) 周辺の景観と調和したスケールと

し，通りや周辺，河岸の並木との連続

性を維持し，形成するような配置，規

模及び形態とすること。 

(3) 山手においては，背景の山並みや河

岸や周辺の緑と調和する配置，規模及

び形態とすること。 

外観意匠 (1) 主要な材料は，周辺の景観との調和

や質感に配慮し，見苦しくならないも

のを用いること。 

(2) 芦屋川からの眺めを意識した意匠

とすること。 

(3) 通りや周辺で共通の要素を有して

いるところでは，連続性が維持される

意匠とすること。 
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通り外観 塀，さく等の囲障は，周辺の景観にな

じむ素材を使用し，植栽計画と一体とな

った意匠とすること。 

色彩 芦屋の景観色を念頭に，低彩度を基本

とし，周辺の景観との調和に配慮したけ

ばけばしくない配色とすること。特に工

作物の大部分を占める基調色の彩度につ

いては，地域に多く用いられている色彩

との調和を図り，マンセル値で次を満た

すこと。 

ア R（赤），YR（橙）系の色相を使用

する場合は，彩度４以下 

イ Y（黄）系の色相を使用する場合は，

彩度３以下 

ウ その他の色相を使用する場合は，

彩度２以下 

(1) 建築物に

附属する擁壁

(2) 建築物に

附属する擁壁

以外の擁壁 

位置・規模 (1) 現存する景観資源を可能な限り活

かした配置，規模及び形態とすること。

(2) 周辺の景観と調和したスケールと

し，通りや周辺，河岸の並木との連続

性を維持し，形成するような配置，規

模及び形態とすること。 

(3) 山手においては，背景の山並みや河

岸や周辺の緑と調和する配置，規模及

び形態とすること。 

外観意匠 (1) 主要な材料は，周辺の景観との調和

や質感に配慮し，見苦しくならないも

のを用いること。 

(2) 芦屋川からの眺めを意識した意匠
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とすること。 

(3) 通りや周辺で共通の要素を有して

いるところでは，連続性が維持される

意匠とすること。 

通り外観 芦屋川からの見え方に配慮するととも

に，地域で多用される御影石の仕様や周

辺の景観になじむ素材や意匠とし，建築

物に附属する擁壁にあっては，それらと

建築物が一体となった特徴ある景観を継

承する外観意匠とすること。 

山麓外観 F地区においては，中高木等による植栽

を十分に施すことにより，河川沿いの通

りや橋などからの眺めにおいて，敷地内

の緑と一体となった背景となる山の緑に

溶け込むような外観意匠とすること。 

色彩 芦屋の景観色を念頭に，低彩度を基本

とし，周辺の景観との調和に配慮したけ

ばけばしくない配色とすること。特に工

作物の大部分を占める基調色の彩度につ

いては，地域に多く用いられている色彩

との調和を図り，マンセル値で次を満た

すこと。 

ア R（赤），YR（橙）系の色相を使用

する場合は，彩度４以下 

イ Y（黄）系の色相を使用する場合は，

彩度３以下 

ウ その他の色相を使用する場合は，

彩度２以下 

建築物に附属す位置・規模 (1) 現存する景観資源を可能な限り活



35/38 

る日よけ かした配置，規模及び形態とすること。

(2) 周辺の景観と調和したスケールと

し，通りや周辺，河岸の並木との連続

性を維持し，形成するような配置，規

模及び形態とすること。 

(3) 山手においては，背景の山並みや河

岸や周辺の緑と調和する配置，規模及

び形態とすること。 

外観意匠 (1) 主要な材料は，周辺の景観との調和

や質感に配慮し，見苦しくならないも

のを用いること。 

(2) 建築物と調和した意匠とすること。

色彩 (1) 芦屋の景観色を念頭に，低彩度を基

本とし，周辺の景観との調和に配慮し

たけばけばしくない配色とすること。

特に工作物の大部分を占める基調色の

彩度については，地域に多く用いられ

ている色彩との調和を図り，マンセル

値で次を満たすこと。 

ア R（赤），YR（橙）系の色相を使用

する場合は，彩度４以下 

イ Y（黄）系の色相を使用する場合は，

彩度３以下 

ウ その他の色相を使用する場合は，

彩度２以下 

(2) 建築物の色彩と調和したものであ

ること。 

アンテナ 位置・規模 (1) 芦屋川の景観を特徴づける山，海な

どへの眺めを損ねない配置，規模及び
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形態とすること。 

(2) 現存する景観資源を可能な限り活

かした配置，規模及び形態とすること。

(3) 周辺の景観と調和したスケールと

し，通りや周辺，河岸の並木との連続

性を維持し，形成するような配置，規

模及び形態とすること。 

(4) 山手においては，背景の山並みや河

岸や周辺の緑と調和する配置，規模及

び形態とすること。 

外観意匠 主要な材料は周辺の景観との調和や質

感に配慮し，見苦しくならないものを用

いること。 

屋外設備 屋外に設置する設備は，周囲から見え

ないよう工夫し，露出する場合は工作物

と調和した意匠とすること。 

色彩 (1) 芦屋の景観色を念頭に，低彩度を基

本とし，周辺の景観との調和に配慮し

たけばけばしくない配色とすること。

特に工作物の大部分を占める基調色の

彩度については，地域に多く用いられ

ている色彩との調和を図り，マンセル

値で次を満たすこと。 

ア R（赤），YR（橙）系の色相を使用

する場合は，彩度４以下 

イ Y（黄）系の色相を使用する場合は，

彩度３以下 

ウ その他の色相を使用する場合は，

彩度２以下 
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(2) 建築物と一体となって設置される

場合は，当該建築物の色彩と調和した

ものであること。 

(1) 道路 

(2) 公園 

(1) 周辺の景観に調和した意匠，色彩等とすること。

(2) 屋外に設置する設備は，できるだけ目立たないよ

うに工夫したものとすること。 

(1) 高架道路，

高架鉄道，横

断歩道橋，こ

線橋その他こ

れらに類する

もの 

(2) 橋りょう

その他これに

類するもの 

(1) 周辺の景観に調和した意匠，色彩等とすること。

(2) 屋外に設置する設備は，できるだけ目立たないよ

うに工夫したものとすること。 

(3) 親柱，高欄等の意匠やポイントとなる彫刻，緑化

等による演出を工夫したものとすること。 

工作物の高さの最高

限度 

１ 工作物の各部分の高さ（芦屋川に沿って接する道

路（以下「芦屋川沿道」という。）の路面の中心か

らの高さによる。）は，当該部分から芦屋川沿道の

境界線までの水平距離に，１．０を乗じて得たもの

に，A地区にあっては５mを，B地区及びC地区にあっ

ては１０mを加えたもの以下とする。 

２ 工作物の高さの最高限度の制限に適合しない部分

を有する工作物で，前項に規定する工作物の高さの

最高限度を超えない範囲で行われる増築，改築，移

転及び外観を変更することとなる修繕若しくは模様

替え又は色彩の変更については，この限りでない。

備考 

１ 次のいずれかに該当する認定工作物で，市長が当該認定工作物が存する地域

の良好な景観の形成に支障がないと認めたものは，その認定の範囲内において，
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形態意匠の制限を適用しないことができる。ただし，第２号の認定を行うに当

たっては，あらかじめ，認定審査会の意見を聴かなければならない。 

(1) 景観地区に関する都市計画が定められ，又は変更された際，現に認定工

作物の敷地として使用されている土地で，その全部を一の認定工作物の敷地

として使用する認定工作物の新設，増築又は改築を行う場合において，当該

敷地の規模，形状等により，形態意匠の制限に適合させることが困難と認め

られるもの 

(2) 優れた形態意匠を有し，土地利用，認定工作物の位置及び規模等につい

て総合的な配慮がなされていることにより，地域の景観の向上に資すると認

められるもの 

(3) 災害対策その他これに類する理由により緊急に行う必要があるもの 

２ 市長は，前項の認定を行うに当たっては，良好な景観の保全，形成又は市街

地環境の整備改善を図る観点から，必要な範囲において条件を付すことができ

る。 


